	人造真珠硝子細貨


生産は、リーマンショック後の低迷から、平成22年春に底打ちし、23年2月まで増加が続いていた。しかし、震災直後は大幅に減少し、23年8月頃から回復が続いているが、震災前の水準には戻っていない。収益は低迷しており、業界では需要開拓に懸命である。22年度から新素材および新ブランド開発を実施しており、今後もデザイン開発・改良を行う予定である。業界の縮小傾向は続いているものの、需要開拓に懸命な企業もみられ、これらの企業が業界の発展に貢献するとみられる。

業界の概要

人造真珠とは、ガラス玉、プラスチック玉、貝玉を原材料として、それにパールエッセンス（真珠箔）を数回反復塗装したもので、ネックレス、イヤリング、ブレスレット、ブローチなどに用いられるほか、装飾材料アクセサリーの組み付け部品としても使用されている。一般にガラス玉やガラス細工と共に、これらを総称して人造真珠硝子細貨と呼ばれている。
業界の主な特徴として、受注の繁閑に対応するため分業が発達し、それぞれの生産工程が細分化され、各工程とも手作業への依存度が高いことが挙げられる。

生産形態は、一般に人造真珠メーカーと呼ばれる塗装仕上げ業者を中心に、ガラス生地業者、原玉業者（貝、ガラス、プラスチック）、及びメーカーの外注工程である針金通し、枠張り（いずれも塗装前）、糸通し、結び加工（いずれも塗装後）などを行う加工屋やその傘下の内職者、およびこれら業者間の仲介をする原玉仲買人などが存在する。

また、人造真珠メーカーは、家族従事者を主体とした小零細規模が多い。

立地地域をみると大阪府和泉市に業者が集中している。これは、明治のはじめに堺や大阪玉造地区のガラス細工技術が和泉地方にもたらされ、当地を中心にガラス玉産地が形成されたことに起因している。

業界の企業数を、日本人造真珠硝子細貨工業組合の組合員数でみると、平成23 年10 月現在で29 社となっている。

組合員29 社の地域分布は、和泉市22 社、堺市3 社、高石市2 社、岸和田市1 社、香川県１ 社となっている。組合員数は、18 年前の平成5 年末には67 社であったが、このところの業界の低迷から、大幅な減少となっている。
生産は減少
かつて人造真珠の輸出比率は高く、ピーク時には65％程度あったとされるが、90年代後半から中国製品が低価格を武器に、主要市場であるアメリカの需要をほぼ独占するに至ったため、生産は大きく減少し、生産規模は、ここ10年で半分以下に縮小したとされる。

現在、輸出を手掛けている業者は少なくなっており、アパレルメーカーへのパーツとして供給しているほか、アクセサリー専門商社へＯＥＭ供給している事例が多い。

最近の生産状況をみると、リーマンショック以降、数量ベースで対前年比20％前後の減少が続いた。21年半ばに底をつけた後、22年春頃から徐々に回復に転じ、23年2月には前年同月比で20％近くまで上昇したとみられる。ただ、3月の震災後は、東京のアパレルメーカーやアクセサリー専門商社からの受注がストップし、一時期半分程度まで減少した。8月頃から徐々に生産が回復しつつあるが、未だ震災前の水準には戻っていない。
収益は厳しい
コスト面では、材料の多くは中国からの輸入に頼っており、ガラス玉やプラスチック玉の現地価格は上昇しているものの、円高のため価格はほぼ横ばいとなっている。このほか、パールエッセンス（真珠箔）や溶剤価格は横ばいである。このように、コスト面では特に大きな問題はみられないが、販売数量が伸び悩むうえ、製品価格は受注先の値下げ要求が厳しく、低迷しており、収益はさえない。
需要開拓に努力
輸出減少に伴って、長期的に生産は減少傾向にある。このため、業界では需要開拓に努力しており、和泉商工会議所が主体となって、22年度からの新素材開発および素材ブランド化事業を実施している。この事業での成果として、真珠核に磁石を使った新ブランドＨＫ（ハク）の製品を開発した。真珠同士が磁石で結合し、ネックレス、ブレスレット、指輪などに変形が可能となった。

22年末のデザインタイド東京に試作品を出展した結果、多くのバイヤーから引き合いがあったという。今後、ブランド力を付けるため海外調査も実施し、海外出展も検討している。また、デザイナーとこのブランド化事業に参加する業者が共同でさらに、デザイン開発・改良を行う予定であり、業者同士の連携強化も図る予定である。
 今後の見通し

業界では、規模の縮小や廃業する動きが続き、企業数、生産量は減少が続いている。ただ、ＷＥＢページを開設し情報発信に努め、他業種とのコラボレーションを積極的に働きかけるなど、需要開拓に懸命な企業もみられる。時間はかかるものの、これらの企業の地道な努力が、人造真珠業界の発展に貢献するとみられる。　　　　　　　　　　　　　（柴田　昌宏）
